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超党派政策会合 (2016 年 11月 9日)  資料    

 

 

 

1.  超党派政策会合からのたたき台（大判図書） からのプロジェクト 

「オリンピック・プラザ（仮称）」 と 「東京プラザ（仮称）」 の多拠点展開を、東京都と伴に 

検討しています。 

 

 

2.  石原信雄顧問より、 

“都庁内部からの新しい都政の姿勢。五輪成功への節目として、東京都、国（与野党）、 

五輪組織委員会、民間（五輪ＭＰ）がまとまって、これを実現化させたら良い。” 

 

 

3.  両プロジェクトとも、“ものづくりの国ならではの、日本オリジナルの明快な事業の構造” 

を持っています。 

何よりも、続く難題解決と、国民・選手を含む志気の取り戻しに向け、決定プロセスと事業の

内容が透明で、実現性が高いため、与野党がともに共有できるものです。 

 

 

************************** 

 

 

本日の検討素材（図書）について： 

 

● ９月１４日に都庁にて、3局長 （多羅尾 総務局長 /中嶋 生活文化局長 /塩見 オリ・パラ 

準備局長） との間での提案・打合せを行った図書。  小池知事にも既報告。 

後日、五輪組織委員会との打合せでもこれを報告。 

 9月 20 日 武藤総長、井上運営局長 

本日の会合へお声掛けした方々（別紙次第内）全てに配布、共有しています。 

 

 

図書の要旨 

 

イ） 「オリンピック・プラザ（仮称）」 は、五輪ＭＰの集積からなる多拠点場で、 

総売上を 8,000 億円（うちトヨタ 4,200億円） としており、 

財政難を救い得るひとつです。 

 

 

ロ） 「東京プラザ（仮称）」 は、東京都が財団を開設 （トヨタ財団がサポート）するなどして、 

東京都独自の生活・文化産業を前出しする多拠点場です。 

東京都が事業主体となって東京の顔出しを行い、 

次代への開発場 （2020年からのレガシー） とさせていくものです。 
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